











きた。ホテルでの仕事を対象としたもの（Rebeca Jasso-Aguilar, 1999），アメリカ軍での語学研修（Lett, 
2005），ビジネス英語（Vandermeeren, 2005）など多くの研究がある。




























これらの点を調べるべく，Study 1から Study 3まで，3つの部分に分かれる研究を行った。研究は
2010年 4月から 12月までの期間にわたるものである。4月に事前アンケートを行い，その因子分析
を実施した。事前テスト後 9月から 11月末までに各因子に基づいた 3種類の授業を行い，最後に事
後テストと事後アンケートを実施した。
２　Study1






















































































































































1 2 3 4
1　英語コミュニケーション能力を養いたい 0.110 0.753 0.097 0.218 
2　英語圏の文化や考え方を知りたい 0.310 0.741 0.165 0.118 
3　異文化を理解し、異文化園でのコミュニケーション能力を身につけたい 0.225 0.804 0.169 0.039 
4　外国語の学習の効果的な方法を身につけたい 0.057 0.515 0.125 0.343 
5　頭脳を鍛える知的トレーニングの一つとして英語を学びたい 0.386 0.233 0.312 0.436 
6　日本語も含めた対人コミュニケーション能力を養いたい 0.171 0.285 0.250 0.620 
7　母語である日本語をより深く理解するようになりたい 0.139 0.132 0.182 0.516 
8　教義を高め「生きる力」を養いたい 0.336 0.059 －0.004 0.625 
9　英検や TOEICなどの語学力試験で高得点をとりたい 0.269 0.332 0.336 0.174 
10　進路希望を実現するために、英語試験などで艮い成績を取りたい 0.189 0.251 0.321 0.292 
11　親の期待に答え良い成績をとりたい 0.120 0.116 0.848 0.149 
12　教師の指導に応え良い成績を取りたい 0.242 0.211 0.837 0.187 
13　日本の経済的国階的競争力を高めるために英語力を身につけたい 0.710 0.266 0.199 0.222 
14　環境問語など国際的問題の解決のための英語力を身につけたい 0.853 0.175 0.162 0.144 
15　学術研究の分野で国際的な活はをしたい 0.808 0.185 0.097 0.246 



































9月末から 11月末までの約 2か月間で平均 22時間授業を行い，その中の 10時間程度それぞれの
指導を行った。事前と事後に英語の 2008年県下一斉テスト Standard Aというリスニングも含む総合
問題とアンケートを実施した。 クラス毎の pretest，と posttestを T検定で比較した。また被験者個人








































全体 41.2 44.5 0.05
A因子型学習グループ 45 49.3 0.01
B因子型学習グループ 45.3 42.2 0.08






















































9月平均 44.1 45.4 43.1
11月平均 47.2 42.7 42.4
P（T≦ t） 両側 0.19 0.25 0.72
B因子型
学習者
9月平均 44.2 46.3 42.1
11月平均 49.5 37.0 46.0
P（T≦ t） 両側 0.10 0.06 0.36
C因子型
学習者
9月平均 44.2 39.9 41.5
11月平均 49.5 39.9 43.7




























全体 リスニング 文法 読解
9月平均 44.1 11.7 8.9 19.2
11月平均 47.2 14.2 8.9 19.7




全体 リスニング 文法 B読解
9月平均 46.3 12.7 9.6 19.0
11月平均 37.0 10.8 8.2 14.0




全体 リスニング 文法 読解
9月平均 41.5 11.3 9.2 17.0
11月平均 43.7 13.2 10.7 16.0
































い 2点，役に立つ 3点，大変役に立つ 4点，で集計したものをグラフにしたのが図 2である。質問
は「英語を学習するにあたって英語の力をつけるのに役立っていると思うかを答えてください。」で，
項目は，1 単語の勉強（単語テストも含めて），2 パワー音読（４），3 速読，4 各パート前の語句の練
習，5 ノート作成（授業中に行ったことも含めて），6 プリント，7 プリントの中で行った練習問題で，
表 9　Pretestが Posttestよりも極端に下がったものを除いたもの（4月）








9月平均 44.1 43.5 45.2 43.6
11月平均 46.4 50.2 44.8 44.5
P（T≦ t） 両側 0.04 0.00 0.82 0.62
B因子型学習者
9月平均 45.7 46.3 48.0 42.5
11月平均 45.8 48.0 39.8 49.1
P（T≦ t） 両側 0.94 0.62 0.00 0.08
C因子型学習者
9月平均 41.7 44.9 39.6 41.6
11月平均 45.7 51.6 41.9 45.4
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